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論  文  名 中世紀行文芸の研究 
本論文は、日本の古代から鎌倉時代に至る、旅の表現の史的展開を検討し、中世紀行文芸の特質と
意義を考察した論考である。論者は、和歌における歌枕の表現が旅をめぐる観念の規範として機能し
たことに注目し、その実態と変遷を捉え、『海道記』、『東関紀行』、『十六夜日記』が、こうした規範
をいかに受容し、そこからいかに乖離しているのかを明らかにすることによって、この三つの代表的
な中世紀行文芸作品のそれぞれの特質を提示している。論文全体は、二部八章から構成されている。 
第一部「歌枕と中世紀行文芸」は五章から成り、逢坂の関、鳴海潟、八橋、宇津の山、富士山とい
う五つの重要な歌枕に注目し、それぞれの歌枕について各一章を充て、和歌の表現の規範とその変遷
を捉えるとともに、『海道記』、『東関紀行』、『十六夜日記』の各記述の特徴を提示している。第一章
では、逢坂の関が境界としての意味を強く帯びて、和歌のモチーフが多様に展開したことを、第二章
では、尾張の鳴海潟が、院政期以降に、冬に千鳥の鳴く歌枕と認識されたことを、第三章では、『伊
勢物語』で有名になり、恋歌等に詠まれた三河の八橋が、院政期以降、叙景歌に多く詠まれたことを、
第四章では、同じく『伊勢物語』に登場した駿河の宇津の山が新古今時代になって歌枕として定着し
たことを、第五章では、富士山について、恋歌に歌われつつ、その景観が讃えられ詠まれた経緯を、
それぞれ幅広く詳しく論じた上で、『海道記』、『東関紀行』、『十六夜日記』の各歌枕の記述が、和歌
における表現の伝統にどのように帰属し、また、そこからいかに自由であったのかを考察している。 
第二部「中世紀行文芸の表現世界」では、第一部の考察をもとにして、三章にわたり、各章で、『海
道記』、『東関紀行』、『十六夜日記』のそれぞれの全体像を検討し、その特質を明らかにしている。第
六章では、従来難解とされ、評価の低かった『海道記』の記述が、同音、同語、同種の語等の多様な
反復を基軸にして成り立っていることを詳細に解明し、この素朴で平易で着実な表現が臨場感や切実
な心情の表出を可能にし、こうした表現を支えた漢学等の知が生の認識の深化をもたらしたことを論
じている。『海道記』の文学的意義を捉え直す、きわめて重要な考察である。第七章では、従来、記
述の類型性が低く評価されてきた『東関紀行』について、類型的に用いられている心情語「心ぼそし」
に注目し、この思いが、自身と古人との結びつきを切実に想起させる媒となっていることを論証し、
それを端緒にして、この作品の記す旅が、歌枕をはじめとするさまざまな地に昔の「跡」を見出し、
自身と古人とのつながりを認識する道程であったことを明らかにしている。第八章では、従来注目さ
れながらも、十分に内実が問われてこなかった『十六夜日記』の記述の簡潔さを問題にし、「といふ」、
「とかやいふ」、「程」、「所」等の用語の詳細な検討を手がかりにして、多様な意味や思いの込められ
た旅を、整然と柔らかく表現しているところに、この作品の本質があることを指摘している。 
以上の論述は、丹念で、きわめて幅広く、説得力に富んでおり、その成果は斯学の発展に寄与する
ところが大きい。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有す
るものと認められる。 
 
